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▼都労連傘下のある単組の
物販オルグの話を聞いたら、
まだまだ動労千葉の外注化
阻止の闘いなど知られてい
ないとのこと。始まった労
働運動の分岐・流動・再編
の荒波に切り込もう▼新連
載開始。機関誌で論議し、
組織拡大の武器に（う）

青年も家族も怒りの決起
　今回の許せない弾圧にち
ば合同労組だけでなく、千
葉労組交流センターの仲間
や合同・一般労組の仲間、
弁護士さん、何よりも青年
労働者が怒りをもってとも
に闘いました。連日朝、千
葉地裁前で不当逮捕弾劾の
ビラをまき、千葉県警を社
会的に包囲する闘いをやり
ぬきました。
　Ａ君の勾留決定や勾留延
長が決まったら、直ちに千
葉中央署に抗議行動を叩き
つけました。首都圏各地か
らかけつけてくれた仲間とと
もに怒りを叩きつけました。
千葉中央署は、固く門を閉
じて沈黙。怒りの弾劾にう
なだれる警察官、涙目になっ
て動揺する警察官。私たち
は、いかに許しがたいのか
を徹底的に突きつけました。
　Ａ君の家族も怒りまし
た。家族が団結して、必死
に生きていることを犯罪と
し、任意同行なのに、一方
的に千葉中央署に連行して
事情聴取を行った警察。家
族は、勾留理由開示公判や
Ａ君奪還の日に行った「奪
還勝利集会」にもかけつけ
てくれました。
　千葉県警は、Ａ君をつぶ
すどころか、Ａ君を不屈の
労働運動活動家として鍛え、

家族の団結を強化し、家族
とちば合同労組の団結を生
み出したのです。しかも、
Ａ君弾圧との闘いの中で、
ちば合同労組に青年労働者
が加盟する勝利も勝ちとり
ました。Ａ君弾圧に、組織
拡大で反撃！　まさに千葉
県警は墓穴を掘ったのです！
　この大勝利は、新自由主
義に対して団結して闘えば
勝てることを実感させるも
のでした。職場で階級的労
働運動を実践し、仲間を組
織することが、弾圧を粉砕
し、資本との力関係を変え
る闘いそのものであり、新
自由主義を粉砕する力なの
だと実感しました。
　みなさん！　共に職場で
団結を組織して闘いましょ
う！　新自由主義と闘う階
級的労働運動を共につくり
だそう！

●全証拠開示・再審開始
を求める７･ 1 東京高裁
包囲デモ

日時　7 月 1 日（日）午後
２時集合　２時半デモ出発
場所　日比谷公園 ･ 霞門

（東京メトロ ･ 霞ヶ関駅 B2 
出口上）　　　
主催　星野さんをとり戻そ
う！　全国再審連絡会議

スケジュール
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労働者の目

郵政民営化は完全に破産した

西田 貴広

常任運営委員
ＪＰ労組

　今や、郵政民営化は完全に破産しました。
郵便事業は、赤字に転落し債務超過の危機に
まで行き着きました。郵貯・かんぽ生命も、
国債を買い支え、その利払いで利益を上げて
いるだけです。民営化、規制緩和を推進すれ
ば、国家の財政赤字も、郵政事業も安定する
なんてウソもいいとこです。
　そもそも、新自由主義攻撃の実態をなす、
民営化と規制緩和、労組解体攻撃は、その場
しのぎの、無責任体制だということです。郵
政資本とＪＰ労組がやっていることは、「郵
便事業の存続のために郵政労働者は犠牲にな
れ」だけです。赤字の経営責任などいっさい
取らない郵政資本。それに協力してきたＪＰ
労組も同罪なのに誰も責任を取らない。責任
を取らされているのは現場の労働者です。
　赤字体質からの脱却を掲げて、「郵便再生・
バージョン１」でＩＴ化と生産性向上・雇い
止め攻撃、「郵便再生・バージョン２」で「成
果主義賃金」と「班単位の収益責任制度」導
入を始めとする大リストラ攻撃が強行されて
います。集配労働者は、携帯端末を持たされ、
書留やバーコード付ゆうメールを入力し配達
状況や配達時間がわかるように管理されてき
ました。その携帯端末の機能を利用して、そ
れまで、内務の仕事だった書留の配達証を外
務が作るようになり、人は減らされ仕事量は

ますます増える一方になりました。１日中仕
事で手一杯になり、組合や世の中のことなど
考えられない状況に追い込むものでもありま
す。そして、「成果主義賃金」と班単位の収
益体制によって、個人の競争と班の競争が激
化されようとしています。営業売り上げいく
ら、誤配１通マイナスいくらと収益化し、営
業売り上げが悪い仲間や、誤配、交通事故を
起こせば「お前のせいで」と労働者同士を分
断し、団結などできないようにする攻撃です。
　今や、郵政の労働現場は労働監獄そのもの
です。この状況を変えられるのは、労働組合
です。われわれは、新自由主義と対決する労
働運動を掲げ、国鉄闘争全国運動を強力に進
めてきました。今年こそ、労働組合を現場か
ら、われわれ一人ひとりが一からつくり上げ
て、新自由主義攻撃を打ち砕きましょう。少
数派から多数派になるために仲間を増やしま
しょう。

全逓労働者部会がＪＰ労組組合員に訴え（ＪＰ
労組第４回定期大会、昨年６月 15 日 川崎市）
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　５月 12 日、沖縄県那覇市において全国労
働組合交流センター第 24 回臨時拡大全国運
営委員会を開催しました。沖縄と福島の怒り
がひとつになり、本土－沖縄を貫く新自由主
義と対決する労働運動の胎動が始まっていま
す。一方でＪＲ東日本は、今秋 10 月１日実
施に向かって検修全面外注化へと動きはじめ
ました。今秋は〈国鉄決戦×橋下打倒〉の大
闘争です。反原発の闘いも含め、闘う労働組
合が時代を決する力として登場する大勝負で
す。６・10 集会の成功をもって新自由主義
攻撃を打ち破る階級的労働運動の奔流をつく
りだそう。以下、本部発言と沖縄、被災地、
大阪からの発言要旨を掲載します。

　反安保闘争としての沖縄闘
争をもう一度きちんと構築していくことが求
められている。反安保闘争とは、要するに国
家のありよう、社会のありようを規定する。
資本主義体制にとって原発の再稼働とは体制
を維持するために必須の要件だ。日本の原
発 54 基すべて止まった状態になっているが、
問題は、ここから本当にひとつも再稼働させ

ないといったときにそれは何のためにやるの
かを明確にしないままにやっていったら、必
ずひとつの再稼働を突破口に運動がバラバラ
に崩されていく。文字通り全国の労働組合交
流センターとして組織を飛躍させることが必
須条件だ。そういう観点からいろいろな意見
を出してほしい。

　２月 12 日に組合を結成しました。私の職
場は損害保険のコールセンターで、いわゆる
外注職場です。非正規率は全体の９割です。
残業、人員不足、低賃金、労働強化、能力給
が当たり前。仕事のミスについても各個人の
自己責任。ボロボロになるまで働かせた挙げ
句にうつ状態。３年半いるだけで 40 人以上
が退職してまた入ってくる。職場の分断も激
しい。労働者たちのあいだでミスのなすりつ
け合いをする。団結がまったくない。焼け野
原みたいな状態です。どうやって団結を再生
するのか悩んだ。だけど重要なことは、労働
者が団結をあきらめていないということをこ
ちらがあきらめないという姿勢でした。

代表挨拶
入江史郎 代表運営委員

沖縄からの提起
富田晋 沖縄北部合同

労組執行委員長

５・12全国労組交流センター第24回臨時拡大全国運営委員会

６・10国鉄集会から〈国鉄
決戦×橋下打倒〉の闘いで
階級的労働運動を社会変革
の前面に登場させよう
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　職場闘争とは日常不断の努力です。ひとり
ひとりと信頼関係をつくって、ひとりひとり
と議論を組織して、命がけで向き合っていく。
そういうことが日常的に行われることで青年
労働者は立ち上がっていくんです。
　組合結成の経緯は、雇い止めが起こったこ
とです。当該の女性は退職強要をずっとやら
れ続けてきた。沖縄労組交流センターの仲間
たちと相談に乗って、一緒に闘い切りました。

２月 15 日のビラまきは、ものすごいことを
起こした。昼休みには労働者に取り囲まれて

「労働組合をつくるってどうやるんだ」「残業
をどうやったら拒否できるんだ」とかガンガ
ン議論をした。その次の日には組合員になる
人が出てきた。画然と職場の雰囲気を覆した。
労働組合をつくるということはこういうこと
なんだと示せた。
　もうひとつは、辺野古闘争の経験です。辺

 議案目次

「復帰」40 年を新たな出発点に、沖縄
―本土を貫き、新自由主義と闘う労
働運動をつくりだそう―国鉄全国運動
を推進軸に、交流センターの組織拡大を
闘いとろう―

【１】はじめに
・階級的労働運動を社会変革の前面に登場
させよう

【２】１～４月闘争の核心
・国鉄×反原発闘争でつかんだ闘う労働組合復
権の確信

【３】アメリカのイラク・アフガン侵略戦
争の敗北と新軍事戦略
・新自由主義攻撃の破たんと絶望的凶暴化。「復
帰」40 年目の沖縄闘争を「基地撤去・安保粉砕」
の新たな闘いの出発点に

【４】新自由主義と闘う沖縄労働運動
・「３・11」を転換点に、新自由主義と闘う沖
縄労働運動の胎動が始まった

【５】方針―６・10 国鉄全国集会から８・
６広島を闘い、11 月労働者集会へ
１）６・10 集会で新自由主義と対決する階級
的労働運動の新たな戦闘宣言を
２）国鉄を基軸に全産別における外注化阻止・

非正規職撤廃を闘いとろう
３）橋下打倒！　民営化・解雇・非正規化・「公
務員バッシング」と対決しよう
４）なくそう原発！　７・16 反原発 10 万人集
会へ
５）大増税と戦争・改憲に進む野田政権を打
倒しよう
６）全人民の共同闘争で戦争・改憲への道を
打ち砕こう
　星野再審棄却弾劾！　全証拠開示・星野奪
還の新たな闘いを開始しよう
７）『月刊労働運動』を武器に交流センターの
組織強化・拡大を実現しよう

 連帯挨拶
星野暁子さん、南部バス労組ほか

 討論（発言順）
渡辺馨（福島・電通）／赤田由行（関西・
自治体）／古賀るり子（大阪・教労）／石
井真一（動労水戸）／松田元司（東京・自
治体）／柿本博人（沖縄）／植野定雄（中国・
電通）／高橋英行（常任運営委・電機）／
辻川あつ子（女性部）／綿貫透（関東・自
治体）／赤羽進彦（青年部）／山本美知子

（兵庫準・自治体）
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野古闘争
の指導部
は、民主
党に政権
を持たせ
れば、辺

野古基地建設を凍結できると言い、僕はそれ
に反対をした。そしたら排除が起こった。体
制内指導部とは何なのかを考えました。彼ら
がやっていることは闘いの私物化です。まっ
たく闘いを共有しようとしない。民主党政権
を推そうというのも俺がいないところで決め
ていくということをやりました。根底的に闘
うといったら「過激派だ」と分断を図って叩
きつぶそうとしてくる。最終的には僕の洞爺
湖サミット闘争での弾圧もふくめて、いわゆ
る民主党政権の樹立に向けて闘わない輩は出
ていってくれと言い放った。これをのりこえ
るためにどういう闘いが必要なのかが僕の課
題としてありました。また、これと一体で４・
９和解も行われているわけで、本当に一体で
す。これをのりこえるためには沖縄労組交流
センターの仲間たちとの団結が何よりも求め
られ、必死に討論しました。原則的な労働運
動を甦らせるということがすべてである。そ
の中身は動労千葉・動労水戸が示している。
つまり解雇撤回だということです。解雇撤回
の闘いがなければ、青年労働者は闘えない。
非正規職撤廃は絶対に掲げられない。その中
身が核心だということを辺野古闘争から排除
されてから悩みに悩みぬいて行き着いた。だ
からこそ労働者を組織するということを僕の
中に置きました。
　今青年労働者は生まれてこのかた競争する
ことしか教えられていない。非正規職や無権
利の状態がまるで運命のようにされている。
昨日も 25 歳の青年と話をしました。「自分が

何をしたいのか見えない。転職も決断できな
い。仕事にやる気が起きない。現状維持でい
いと思ってしまう。非正規職は当たり前なん
じゃないかと思ってしまう」と。本当に絶望
を組織されている。現状維持というのは絶望
しかない。でもその方が楽だと思いこまされ
てしまう。夢がないというのはすべての団結
が奪われてきた結果です。議案に動労千葉の
闘いもあきらめないことが大事だと職場で討
論し続けたことが外注化反対の闘いになった
と書いてあって「やっぱそうか」と思いまし
た。交流センターとして、全体の労働者が全
体に責任を取っていく体制を常につくり続け
なければいけない。

 福島と沖縄の闘いは一体
　最後に、福島と沖縄の闘いが一体だという
点についてふたつだけ訴えたい。一番目には
安保政策の問題です。原発というのは基地製
造工場であって、沖縄米軍というのは核を造
る、核を使う核基地である。このふたつに対
しての安保闘争だということです。ＰＡＣ３
の配備もふくめて今沖縄で行われているこの
情勢は、この反原発の闘いと全基地撤去の闘
いが一体とならないかぎり闘いきれるもので
はない。もうひとつは特区攻撃です。特区攻
撃とは公務員を全部切り落とすということで
あり、道州制と一体の問題です。いわゆる国
内の植民地化の問題です。それを沖縄をモデ
ルケースとしてやってきた。それを全国化す
ると言っている。安保政策も特区攻撃も結局
は体制内労組の屈服なしにはやり遂げられな
い。彼らは、今回の県民大会でも「県外移設・
国外移設」や「思いやり予算を復興の財源に」
と言い続けている。思いやり予算というのは
基地労働者の賃金です。それを政府に他に使
えというのは、国鉄で仲間を売り渡した連中

400 人が「復帰」40 年５・15 沖縄闘争・
那覇国際通りデモを貫徹（５月 12 日）
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と同じ考え方です。
　動労千葉物販を通して動労千葉のような質
を持った労働運動を沖縄中につくる。すべて
を６・10 へ、５・15 闘争を闘いきろう。

　今年の沖縄闘争は、沖縄の
根源的な闘いを甦らせることが最大の核心
です。「絶対反対」の青年たちの闘い、その
象徴としての富田晋君をぶっ潰す攻撃をめ
ぐって沖縄闘争の帰趨がかかっていた。彼が
2009 年に辺野古闘争の現地で民主党勢力か
ら「過激派」だということで排除される。そ
のプロセスを見ると、2000 年台に沖縄の 104
の非正規の労働者が労働組合をつくって立ち
あがった。これも相当壮絶な攻防だった。そ
のなかから晋君が潰されないで、労働組合を
つくって立ち上がったことは決定的です。
　数年前、沖縄は美

ちゅ

ら島だとか癒しの島だと
か言われたが、実態は日本一失業率が高い、
日本一所得が低いとか貧困と失業の島です。
基地の強制と貧困が常にセットだ。このこと
を明確に捉えられるようになったのは３・11
の福島の原発事故があったからだと思うんで
す。貧困を強制してとんでもないものを呑ま
せる。基地や原発を呑ませるために労働者と
その子弟に従順であることを強制してきた。
従順でないと直ちにありとあらゆる分断・差
別がやられる。日本の支配者階級、資本家に
とって最も都合のいい体制とは労働者大衆が
従順なことです。軍隊のように命令に従わせ
ることなんです。その根幹は職場にある。
　今まさに原発、基地をめぐる闘い、そこを
めぐって職場で非正規をめぐる闘いをやると
いうことは、それ自体が反戦の闘いです。そ

れを抜きに戦争反対だと言ったって空論です。
　ペテン的「返還」―５・15 体制に組み敷
こうとしたことに対して沖縄の労働者階級は
牧青の闘いを先頭に根底からぶっ飛ばす闘い
をやった。支配階級はこの地平を封印しよう
としてきた。今日のわれわれの闘いは、70
年闘争への反動を突き破って不屈に闘われて
きたものだ。非正規にたたき込まれて、人と
して生きられないこの現実を切り返す力は、
今われわれが闘っている中にある。
　職場における攻防は本当に大変だ。ひとり
ひとりの青年たちが自分の選択をかけて資本
や既成の労働組合の縛りを突破して決起して
きている。だけど、僕らの闘いは今、ひとり
が立ち上がることが一気に全体を獲得してい
くところに来ている。沖縄で全国で今までに
ない事態が起きている。
　あまり物事をわかったように思わないで、
本当によく慎重に、起きていることをしっか
り見ていく。いろいろな人が立ち上がってき
ている。これは今まで 70 年闘争以来、敵が
抑えつけてきた回路が全部ぶっ壊れていると
いうことです。だからそのときに僕らが今ま
でと同じような考え方で、自分たちは正しい
んだ、あいつらは間違っているんだというよ
うなレベルだと全然勝負にならない。どんど
ん入り込んでいって、遠慮会釈もなく討論を
していく。獲得していく。そういうところに
来ていると思います。
　被曝労働、汚染列車の検査の拒否の闘争に
ついても次の段階を考えてる。次はこれです
まさない。絶対に大反撃を食らわせる。冨田
晋くんの労働組合の闘いも必ず次の巨大な階
級的反撃のためのステップとしてある。立ち
上がった以上、相当大変な過程が続くと思う
けど、勝ちきるということと、敵が攻撃して
きたら青年が立ち上がる。敵が攻撃をしてき

代表からの提起
辻川慎一 代表運営委員
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たら今まで決断できなかった労働者がガンと
立ち上がるという闘い。このことを突きつけ
続ける。2012 年、すごいチャンスが来てい
る。ある意味では苦しい過程だ。だけどひと
りひとりの攻防に対して、全神経と全勢力を
集中させて勝ちぬくことが 2012 年後半の巨
大な前進の第一歩です。そういうプロセスと
して、今日明日職場から来た新しい仲間をみ
んなの力で獲得する。交流センターの総力で
勝ちとっていきたいと思います。

　３・11―原発事故を通して思ったことは、
帝国主義が沖縄県民に貧困と核武装を強制
し、そのために一切合財を奪ってきた沖縄の
ありかたと、今福島で原発事故で県民から一
切合財を奪って、さらに飽きたらず復興特区
なるものをやってきていることは同じ問題だ
ということです。
　沖縄の闘いに続こうと３・11 を準備して
きた。真っ先に参加拒否をしたのは連合で、
あともうひとつは商工業者・農業団体です。
拒否どころか、福島の東邦銀行の相談役を
やっている商工会議所の会頭は、第２原発は
早急に稼働すべきだとその回答に付けてき
た。これと立ち向かわなかったらいかない。
全体に問われた。実行委員会で２カ月近く

「『安心して暮らせる福島を取り戻そう』では
ダメだ。『原発いらない』をはっきり入れろ」
という闘いをやりきって、「福島から怒りを
発信する。そして全世界の原発をすべて止め
る、廃炉にする闘いとしてやろう」とやった。
２～３月、交流センターの闘いが３・11 の
１万 6000 人の結集と５月５日の原発ゼロと

いう事態をつくりだした。いろんな勢力が右
往左往するなかで、われわれが労働運動はも
う終わりだという勢力と真っ向から闘い、討
論を闘わせるなかで、われわれの路線が全大
衆のものになり、そして３・11 のような内
容をつくりだすことができた。これが３・11
で私がつかみとったひとつの確信です。あら
ためて福島の怒りをどう発信するのかという
ときに動労千葉の外注化と本気になって闘っ
ているありかた、さらには動労水戸の闘いが、
原発いらないの闘いをグレードアップしてく
れた。援軍になった。
　われわれが新自由主義と闘って勝てるとい
う確信と方向性をはっきり示す、そういう闘
い方を具体的に一緒にやることが核心だし、
それができる時代になった。それが３・11
情勢です。
　もうひとつ全国の力を結集してほしいのは、
福島の診療所建設の問題です。３・11 集会
のときに「放射能の高いところで集会なんか
やるんじゃない」と言っていた商工会議所の
人たちが開成山球場でラーメン大会やこども
祭りや鼓笛パレードをやっている。子どもた
ちが動員されて、「安全」「復興」のキャンペー
ンに使われている。実際は激しい病気が出た
り、さまざまな健康調査で異常が出たりして
いるにもかかわらず、「異常がありません」
と切り捨てられる現状です。安全宣言、復興、
除染のキャンペーンを打ち負かしていく、押
し返す階級の力ある拠点をつくりたい。交流
センターの全国の力で押し上げて団結の力で
成功させたい。

　大阪は今本当に楽しく闘っ

討論より
渡辺馨 福島県労組

交流センター

赤田由行 大阪労組交流

センター
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ています。ついに労働者の時代が来たと日々
実感しています。自治体労働者、教育労働者
の決起をつくり出せれば、沖縄に続く「革命
の火薬庫」に大阪がなる情勢が来ています。
　今絶対反対を貫くということが、現場にわ
かりやすくなってきています。例えば入れ墨
問題です。昨日提出日で、僕が拒否をしたこ
とに対して、課長が呼び出してきて、市長命
令だから仕方ないんだと１時間ぐらい説教し
てくるわけです。業務命令だから従うしかな
いって。同じことを組合も言う。「組合とし
てはよくないと思うけど、職員としてはやる
しかないんだよ」と言うわけです。でも職務
命令は絶対に従わなければいけないなんて判
例はない。そこをめぐって攻防になっている
のに、当局と組合が覆い被さって真実を隠し
ていることによって初めて職場の支配が成り
立っている。だからこそ絶対反対で闘ったと
きに、「そうだったよね。ちょっと前までの
組合だったらこんなものは拒否していたし、
少なくとも役員は拒否していた」となる。僕
らの闘いが現場の魂を揺さぶるようになって
きている。
　絶対反対で闘ったときに新自由主義をグラ
グラにできる。アンケートは弁護士の野村自
身が自分でシュレッダーにかけるという惨め
な敗北を強制したし、不起立闘争を闘った教
育労働者に対しても最初は解雇すると言って
いたくせに突然式場外に出るという大人の知

恵があると言い出したりとか。今入れ墨調査
も職務命令と言い切れないわけです。攻撃と
して貫徹できていない。そういうところまで
現場の怒りが追い込んでいます。
　それともうひとつ言いたいのは国鉄全国運
動、特に関西で言えば関西生コン、港合同の
存在と闘いが大阪市職・大阪市従・大阪教組
に簡単には裏切ろうにも裏切れないという状
況を強制しているわけです。
　われわれが橋下を引きずり出し、時代をつ
かんでいるんだと確信してほしいし、だから
こそ 2000 名会員獲得が方針として出されて
いる。これを労働組合の拠点においてつくっ
たら 2000 ではすまない。拠点で勝負する。
　僕自身は橋下との攻防において最初は
ちょっと焦りました。でも八尾北労組の闘い
があった。西郡支部の闘いで鮮やかに勝て
る。労働者が絶対反対で闘ったら勝てること
をつかんだ。現場の人は「今はやめといた方
がいいんじゃないの」とか言うわけです。そ
れになかなか「一緒にやろう」と言い返せな
かった。だけど八尾北労組の闘いがあった瞬
間に、「いや、やれば勝てる。一緒にやろうよ」
と言い切れた。労働者は、拠点をつくり出し
たときに必ずそこに結集して一緒に職場の足
下から闘いをつくりだす存在です。だからこ
そ拠点建設にこだわって、だからこそ６・10
なんだと。そこに焦点を絞って今日の沖縄か
ら６・10 に向けて突き進んでいきたい。

主義、公務員労働者大首切りにＮＯが叫ばれ
ている。このなかでの５・15 闘争。私たち
の闘いは、基地の「県外・国外移設」ではな

　全世界で緊縮財政、新自由

「労使関係調査」アンケートを、シュレッダーに
かける野村修也弁護士（５月６日　大阪市役所）

柿本博人 沖縄労組交流

センター
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い。国際連帯の闘いは、安保を粉砕し、基地
を撤去する闘いとイコールだ。
　沖縄における闘いの画期的前進は、３・11
福島に沖縄から電通労働者が決起したことで
す。青年の決起は産別の決起へと結実した。
正規労働者が非正規を組織していくという観
点から沖縄の電通労働者の闘いとして 104 の
パート労組の再建を５・15 闘争過程で何と
してもなしきる決意で闘ってきた。
　戦後、「復帰」40 年の闘いは、大きくは体
制内派が牛耳ってきた。その中心に全軍労闘
争がある。今問題になっているのは、全軍労
の指導部として君臨してきた上原幸助流の体
制内労働運動としての「復帰」40 年、戦後
沖縄の労働運動ではなく、全軍労牧港支部青

年部の闘いの歴史の復権で

す。牧青の闘いは動労千葉の闘いと一体だっ
た。「死すべきは基地であり、労働者は死ん
ではならない」、あるいは「解雇撤回・基地
撤去」のスローガンは、階級的労働運動の路
線の中から生み出されたが、戦後 40 年、一
種塩漬けにされてきた。この歴史を今全面的
に解放する地点として本日の「復帰」40 年５・
15 闘争がある。
　いま基地労働者の現実は、公務員労働者の
賃金カットというなかで現場の青年労働者の
怒りが噴出し、全駐労本部に対して説明会を
求める声として巻き起こっている。いったん
は現実には押さえ込まれたとはいえ決してそ
れでは終わらない。全軍労牧青の闘いが現代
に復活するということが求められている、５・
15 闘争から６・10 へ闘う。

　今年後半戦、労組交流センターはどうする
のかを述べてまとめに代えさせてもらいたい。
　６・10 国鉄闘争全国運動の集会があり、７・
16 には反原発 10 万人集会があって、再稼働
を止めるための大爆発をつくらないといけな
い。それと９月には橋下打倒の大行動をやり
たい。６・10 集会から 11 月集会の過程で職
場の怒りの声と結びついてこれに具体的な形
を与えて闘争の方向性を与えることのできる
交流センターへ生まれ変わる。本当の意味で
情勢と結びついて情勢を変えることのできる
力をもった交流センターに飛躍する。そうい
うひとりひとりに飛躍する。そういう闘いが
求められています。

 新自由主義を捉えきり暴き出す闘いを
　５月５日に動労千葉に世界中から「おめで

とう」のメールがきました。つまり原発の最
後の一基が止まったということです。だけど、
複雑な思いでメールを見ざるをえない。だっ
て日本で起きている現実は何なんですか。政
府は再稼動するためにはどんな嘘でもつきぬ
いて物事を全部すり替えてやろうとしてい
る。福島では日々殺されている。腹の底から
の怒りをもっとすべての闘いの土台に置かな
きゃいけない。福島では明確に子どもたちに
甲状腺の異常が現れている。だけど政府は「何
の異常もない」と言っている。これが国家だっ
てことです。僕らは被災地、沖縄にもっとこ
だわらなきゃいけない。
　被災地の本当の意味での怒りの爆発はこれ
からです。生きるか死ぬかの闘いになってこ
れから全部爆発する。僕らが労働組合という
ことにこだわって声を大にここで勝負しよう

討論のまとめ
田中康宏 代表運営委員



9月刊労働運動 2012 年６月号

と言っているのは、こういう現実に労働組合
がもうちょっとちゃんとしたら歴史が動き出
すからです。闘う労働組合の復権の一点にか
けてやろう。そこにかけたらすべての怒りと
の連帯ができる。全部われわれの責任なんだ
ということで物事を考えなきゃいけない。
　まだ本当の意味で新自由主義を捉えてきて
いるとは思っていない。今度のバスの事故を
見てそう思った。バスの事故の原因になった
規制緩和は鉄道の安全の規制緩和とまったく
同一にやられました。安全の事前規制をいっ
さいなくす。事後チェックでいいという考え
方に根本的に転換した。事後チェックって人
の命が奪われてからどうやってチェックする
んですか。尼崎事故と同じです。ツアーバス
と路線バスは適用される法律まで違う。ツアー
バスの方は旅行業法。路線バスだったらあん
なことは起きない。運賃から何からを変更す
るときは認可が必要なの。だけどそういうこ
ととまったく関係なくなったから、もう底が
抜けたように低運賃争いになる。それが全部
労働者に転嫁される。今度旅行を主催したハー
ヴェストという会社は、この規制緩和によっ
て大手として突然立ち上がった会社です。中
小のバス会社を 100 数十糾合した。ただトン
ネルするだけ、ピンハネするだけの会社で、
全部下に投げていくんです。事故が起きて人
が殺されるのは当たり前なんです。これが新
自由主義です。
　自治体、医療、教育、鉄道の現場でいった
いこの 30 年間何が起きたのか。本当の意味
でまだ捉え切れていない。なんでそのことを
言うかというと、これはまさに国家の本質の
問題なんです。人の命だって何だって犠牲に
して金を儲けるためにはすべてをドブに投げ
捨てていく。一番象徴的に示したのが原発事
故だった。

　これによ
って労働者
の団結がバ
ラバラにさ
れ て き た。
30 年間。み
んな「仕方
がない」現実だと思わざるをえないところま
で突き落とされてきた。2000 万が非正規職
に突き落とされ、200 万人の生活保護になり、
毎年３万人が自殺に追い込まれている。団結
を回復しなきゃいけない。労働組合を甦らせ
る。そのためには、この現実をすべて暴きだ
してこれは変えれる。これは社会のありかた
が根本から腐っているからだということを職
場の仲間たちに示して生きるために立ち上が
ろうって。そういうものが必要だと思ってき
ました。
　そうした時に労組交流センターは今までの
単純な延長線上であってはいけない。われわ
れが変われば変わる。交流センターを本当に
変えなければならない。そうしたときに日本
の労働運動は動き出す。
　今年前半戦は３・11 福島の集会まで来た。
あんなことを僕らは実現できるとは思わなかっ
た。もちろんあれは僕らの力でやったわけで
はない。でも福島の怒りの声と僕らが結びつ
いた。今年後半は何ができるのか。僕らが本
当の意味で存在感をもって登場することがで
きるかどうか。ひどい現実の中でで社会を変
えるチャンスが来ています。

 非正規職化と立ち向かい団結を取り戻す
　この２年間、中野顧問が亡くなってから鬼
になったような気持ちで動労千葉の団結で何
ができるのか。動労千葉自身にとっても日本
の労働運動の現状に対して何ができるのかを

動労千葉は、佐倉運輸区に強制配転され
た全運転士がストライキに決起し、怒り
の抗議行動を展開（５月 19 日　佐倉）
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真剣に考えました。1047 名闘争がつぶれちゃ
う。顧問が亡くなった４月に全面外注化が始
まる。世の中全体を見て、これを止めたら労
働組合は変わると思った。これを止めれたら
何か始まる。何が始まるかなんて簡単にはい
えない。日本の労働組合の経験から学びたい
と思ってみたらひとつもない。みんな非正規
化を当たり前のように許してる。だって年金
が 65 歳まで出ないから救済するかのように

「60 歳以降、退職して再雇用しましょう。こ
れは関連会社になります」と。高齢者の雇用
のための確保でいいことだといってやられ
る。それが始まったらそのうち全部外注化さ
れるわけです。全部非正規に持っていかれ
る。これに抵抗できる労働組合がない。必死
になって闘い続けた 10 年だった。でも止め
れるということは、攻撃があまりにもめちゃ
くちゃすぎるからなんですよ。これに立ち向
かえることを示せたら労働者は初めて団結を
取り戻す。それを職場でやることが大事です。

 橋下打倒で公務員バッシングを打ち破ろう
　そういう現実が被災地を突破口に始まろう
としている。特区です。そして大阪を突破口
に全国にローラーをかけるという形で始まろ
うとしている。橋下だよね。これは新自由主
義攻撃の極限的形ですよ。だって３年間で大
阪の労働者の半分を首切るというんですよ。
新自由主義攻撃が一番貫徹できていないのは
教育の民営化です。財界が何度も小中学校の
民営化が必要だと報告書を出してきた問題で
す。日本はできてこなかった。なぜか。「日
の丸・君が代」不起立闘争や教育基本法改悪
反対闘争なんかがあったからです。橋下は小
中学校の民営化をやろうとしている。一番競
争原理に入れてはいけないのが教育です。こ
れをやったときには社会すべてが競争原理に

なる。だからこれをぶっとばしたら全部が崩
れ去る。僕は新自由主義についてそう思って
いて、だから橋下を叩かなきゃいけない。
　そのときに核心問題は、公務員バッシング
だと思います。公務員バッシングを本質的な
攻撃として見る必要がある。日本の政府の最
大の危機は国家財政危機です。国家財政危機
はギリシャでもスペインでも全部公務員攻撃
になる。公務員の首切りと民営化と非正規化。
本質的な攻撃ということと、これは仕組まれ
た大陰謀です。国鉄分割・民営化をくぐって
きているからよくわかります。あのとき始
まったのは国鉄労働者＝国賊という大キャン
ペーンです。これはどういう大陰謀かという
と、公務員バッシングに打ち勝たなかったら
今の 39％の非正規労働者が今度は 90％にな
るということなんです。公務員労働者を叩い
て全部非正規に突き落とす。だから僕は橋下
打倒の闘争をやるときに大阪市職と府職に

「公務員労働者は胸を張ろう」「胸を張って闘
いに立ち上がろう」というビラを何万枚でも
入れて入れて入れぬくということだと思う。
ここが立ち上がったら全部が崩れ落ちます。
　当面６・10 集会への総結集をお願いをし
たい。６・10 集会は、新自由主義と闘う労
働運動ということでやります。去年、一昨年
と「国鉄闘争の火を消すな」ということでや
りました。今年は「国鉄闘争の火をもっと大
きくしよう」ということを掲げます。それで
この集会で日本の労働者の未来を奪った新自
由主義攻撃の出発点が国鉄分割・民営化です
からこの 30 年間、こんな現実は絶対に認め
ないと宣言する。そして今の原発事故によっ
て暴かれた現実。このふたつの問題を全力を
尽くして訴えて、固く結合したい。ここから
大衆的な怒りを爆発的につくりだす可能性が
開かれると思います。
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　６・10 集会 2000 名結集へ神奈川 300 人結
集を実現し、この 300 人を動労千葉を支援す
る会をはじめとする国鉄闘争全国運動会員へ
組織する闘いと一体で６・10 結集運動を闘っ
ています。
　５月県交流センター常任運営委員会では、
この闘いの大きな武器に物販（動労千葉・国
労原告団）闘争を位置づけようと、12 年夏
季物販を交流センターの取り組みとして行う
ことを正式決定しました。そのために各地区
物販担当者会議を開催することとしました。
　昨年１年間、私たちは、国鉄闘争全国運動
を軸に全力で闘いぬいてきました。１月弾圧

（庄山副代表他１名の逮捕）、５月弾圧（会員
１名の逮捕）を粉砕し、資本・権力との攻防
に勝利してきました。反原発・反失業の闘い
を全力で闘い、｢やればできる｣ ことを実感
としてつかんできました。
　しかしながら組織拡大に結実していないの
も現実です。全国運動、支援する会、交流セ
ンター会員拡大は微増です。「動労千葉の反
合・運転保安闘争を自分の職場に適用するこ
とができているのか。職場に根ざしたものに
なっているのか。そのための運動や組織に
なっているのか。地区ブロックでの徹底した
討論と一致が行われているのか」―これが鋭
く問われた１年でもありました。
　神奈川では４・１ＪＲ総行動をＪＲ東日本
横浜支社や県内ＪＲ全駅など約 80 カ所への

宣伝行動として行いましたが、ＪＲをめぐっ
て大再編、大激突情勢に入ったことを実感し
ました。ＪＲ東労組革マルの支配が歴史的に
瓦解し、ＪＲ大再編と全面委託攻撃に勝ちぬ
く最大の主体的条件である青年労働者の怒り
が満ちあふれています。

 神奈川における国鉄労働者の圧倒的反応
「国労の動員にはもう行かない。和解拒否の
闘争団員とこの前飲んだよ。横浜支部が組織
として、年金くらい積み立ててやればよかっ
たのに何もしていない」「国労はだらしなく
てもうダメだよ」「今の国労には疑問がある、
自分はジレンマを感じている」「この駅は委
託は決まったが団交などの地区本部の説明が
ない。労働条件がどうなるのか不安」「情報
欲しい」。さらに「オレは、国労のように会
社とゆ着するのが一番きらいだ」「このビラ
は掲示板に貼っておく。常磐線で線量計を持
たされても、結果は何年かしないとわからな
い」と。
　同時に動労千葉への期待です。「動労千葉
はよく闘っている」「外注化を止めているん
ですか」「このビラは分会の掲示板に貼って
おく」「千葉の闘いに感服しております。今
後もニュースを見せて下さい。メーデーで会
いましょう」「何派、何派と言ってる暇など
ないと思う」。
　特に〝新自由主義の攻撃と職場で闘い、国

物販闘争―支援する会の組織化
こそ闘う労働組合再生の道

神奈川県労働組合交流センター 国鉄闘争全国運動・神奈川総会
（昨年 10 月７日　横浜市）
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労を甦らせたい〟と国鉄闘争全国運動の呼び
かけ人に佐藤功一さんがなられたことは、衝
撃をもって受け止められています。

 物販闘争と支援する会組織化の意義
　国鉄 1047 名解雇撤回闘争－解雇撤回を原
則的に貫く闘う国労原告団の存在と、動労千
葉の闘いが、決定的な位置と意義を持ってい
ることがますます鮮明になっています。国鉄
闘争支援 100 万陣形がなぜつくられてきたの
か。動労千葉の闘いになぜ世界の闘う労働者
が圧倒的な共感を寄せているのか。このこと
を前提化せずに捉え返すことが必要です。
　４・９政治和解との闘い、さらには３・11
情勢のなかでの国鉄闘争全国運動の存在と大
きさが決定的です。そしてこの全国運動の土
台をつくり出してきたものこそ物販闘争だと
いうことです。
　神奈川では、職場・地域に７つの全国運動、
支援する会組織を立ち上げてきました。職場・
地域に全国運動、支援する会を結成する度合
いに応じて運動と組織が前進しています。職
場の怒りを束ね、ひとつの力にしていくため
には結集軸がなければなりません。それが全
国運動、支援する会だということです。この
武器が物販なのです。物販闘争は重要な職場
闘争です。そして誰にでもできる活動です。
しかしそのなかに組合活動のすべてがあるの
です。
　リアルに考えてみましょう。物販が取り組
まれているところすべての職場・地域に交流
センター会員がいるわけではありません。し
かしそこでは中心的な活動家が物販の注文を
取りまとめ、物品を配布し、代金を回収して
います。これは立派な組合活動です。組合活
動家がいるということなのです。そして何よ
りもこの活動そのものが体制内労働運動を打

ち破っているわけです。これを無数につくり
出すこと、そしてこの闘う仲間と結びつくこ
とそのものが闘う労働組合を甦らせる最短の
道であるということなのではないでしょう
か。「闘っても勝てない」「闘えば分裂する」
というこれまでの戦後労働運動の限界を完全
に打ち破って勝利する展望は物販闘争を大胆
に強力に推し進めることのなかにあるのです。
　
 橋下打倒を闘い、神奈川臨調粉砕へ
　神奈川県黒岩知事は１月に緊急財政対策本
部を設置し、神奈川臨調（＝国鉄分割・民営
化を推進した土光臨調）を立ち上げ、徹底的
な行財政改革を強行することを打ち出しまし
た。道州制、公務員 360 万全員解雇、非正規
職化攻撃であり、徹底的な公務員バッシング
攻撃です。大阪橋下の攻撃と完全に一体です。
だからこそ橋下打倒闘争が決定的です。
　横浜、川崎への生活保護課への警察ＯＢ導
入攻撃、さらには民営化－外注化、非正規職
化攻撃のなかでとりわけ自治体職場ではすさ
まじい労働強化が加えられています。労働者
の誇りを奪い団結をとことんまでズタズタに
する攻撃です。職場では今にも怒りがあふれ
出そうとしています。

 従来の壁を打ち破る構想と戦略を
　一切は私たち主体の側の構えにかかってい
ます。従来の壁を打ち破る構想と戦略、プラ
ンを持てるのかどうか。いまの時代と階級情
勢、労働者の怒りをわしづかみにできるかど
うか。問われているのは具体的で実践的です。
日々の激烈な闘いを全力で闘いつつ、それに
流されることなく闘えるのか。時代認識と路
線を徹底的に鮮明にさせて、戦略的な構えと
具体的な実践で、2012 年前半戦の前進と勝
利を勝ちとろう！
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不屈に闘う争議組合へご支援を！

　12 夏季物販が始まりました。国鉄分割・民営
化から始まった新自由主義攻撃に「今だけ、自
分だけ」はと資本に媚びた労働組合の屈服が、
今日の非正規労働者 1700 万人を生み、「福島の
原発事故」を許してしまいました。だからこそ
1047 名闘争をあいまいに終わらせようとする

「４・９和解」を許してはなりません。
　動労千葉は、外注化攻撃を組織拡大で迎え撃
ち、物販オルグをもって６・10 全国集会からさ
らに団結・連帯を拡大します。物販闘争は、闘
う仲間と連帯するツールであり、その売り上げ
を基盤に動労千葉の解雇者を守り支え合う闘い
です。12 夏季物販へのご協力をお願いします。

国鉄千葉動力車労働組合協販部長　中村仁
　TEL　043-227-7833
　FAX　043-227-8125

　国労本部は昨年の定期全国大会で、和解を拒
否して闘う原告団の組合員資格を一方的に剥奪
しました。また、契約社員の組合員が雇い止め
になることに対し、国労本部は何もせず、非正
規労働者の使い捨てを容認しています。
　「共に闘う国労の会」の原告団４名は東京地
裁で国労本部を相手に地位確認の訴訟を争い、

「解雇撤回・非正規職撤廃」を掲げ、組合員と
一緒に「共に闘う国労の会」の会員獲得＝闘う
国労の再生に奮闘中です。原告団の闘争と生活
を支える12年夏季物販のご協力をお願いします。

国労原告団互助会
東京都品川区大井１丁目 34 －５河野ビル３階
なんぶユニオン気付　
　TEL　03-3329-8815
　FAX　03-3329-8821

　今年でス労自主結成から 30 年、８名の不当解
雇撤回闘争は 36 年になります。この節目の年に
宿敵エクソンモービルが日本から撤退しようとし
ています。100 年の長きにわたって日本で暴利を
上げ、そのすべてをアメリカ本国に送金し、収奪
し尽くして日本市場から総引き揚げしようという
わけです。ス労自主は「エクソンモービルの日本
市場撤退に絶対反対」で闘う決意です。
　８名の不当解雇撤回闘争はス労自主の基軸で
す。「ス労自主 2012 年夏季物販闘争」へのご支
援をよろしくお願いします。

スタンダード・ヴァキューム石油自主労働組合
大阪府豊中市新千里東町１－２－８
モービル石油内
　TEL&FAX　06-6873-3865

　怒りの声は満ち満ちて、時代は大きく動こう
としています。辺野古基地建設を阻む闘いは、

「基地の島」、「貧困と非正規職の島」の現実を
打破する闘いに発展しています。私たちは沖縄
労働運動を甦らせるため、12 年夏季物販を通
して、沖縄とフクシマの怒りを一つにし、青年
労働者の決起を実現していきます。ご協力をお
願いします。

沖縄バヤリース労働組合物販センター
沖縄県南城市玉城字百名 509
　TEL　090-2710-2008
　FAX　O98-948-1651
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 ショック・ドクトリンの発動
　世界大恐慌と３・11 大震災・原発事故で
日帝は、帝国主義脱落の危機を深めている。
経団連のシンクタンクは４月、「このままで
は先進国としての地位から脱落し、極東の一
小国に逆戻りする」という一文で始まるシュ
ミレーションを発表、５月の提言『成長戦略
の実行と財政再建の断行を求める』でも、〝増
税に踏み切れなければ国債暴落だ〟〝法人税
を引き下げなければ国内投資縮小で雇用喪失
だ〟とわめいている。破綻回避の改革シナリ
オの試算は、消費税 19％、法人税 25％、Ｔ
ＰＰ締結、労働市場改革、道州制導入が前提
だ。破滅以外ない支配階級失格宣言だ。
　鳩山政権から菅政権を経て、野田民主党政
権は、財界のこの破滅的な延命戦略を忠実に
実行する新自由主義推進政権へと完全に純化
した。消費税大増税と社会保障解体の「社会
保障・税一体改革」、農業、地場産業、公的
医療制度を壊滅させるＴＰＰ推進、そして原
発再稼働への突進である。だが、自公との政
争を抱え、より本質的には階級的力関係に規
定されてその実現の見通しは定かではない。
　唯一、与野党一致で着実に実行されている
のは、「協約締結権付与」の空証文と引き替
えに公務労協に呑ませた 7.8％削減に人勧分
を上乗せした国家公務員の賃下げだ。運営交
付金の削減で独立行政法人に波及させ、地方
波及も必至の情勢だ。退職金も 400 万円削減
され職域加算は廃止される。

　中央の「決められない政治」の下で、新自
由主義のショック・ドクトリンは地方から発
動され、道州制攻撃が始まっている。ひとつ
は、農地集積・漁業権の民間開放でＴＰＰの
布石をうつ宮城県の復興プラン、福島県民を
モルモット化する放射線医療特区など被災地
の復興特区攻撃。陸前高田市にコールセンター
を開設し時給 645 円、３カ月更新のパートで
被災者を雇うワタミの「被災地支援」に象徴
される９割非正規化攻撃である。

 民営化と全員解雇・選別採用
　いまひとつは、大阪の橋下改革である。交
通、病院、水道、清掃、保育所・幼稚園など
３万８千人の職員を民営化など経営形態の変
更で１万９千人に削減する計画は、府・市統
合本部で民営化の手法やタイムテーブルが具
体化されてきている。地下鉄は賃金を引き下
げたうえで特別法を整備して職員を新会社に
転籍。ゴミ収集は、民間委託を拡大しつつ非
公務員化のための受け皿組織をつくり、随意
契約から競争入札に移行して完全民営化。下
水道は、運転維持管理業務を移管する新組織
を設立して職員を分限・派遣・転籍などなど。
　府で４月施行の職員基本条例は、大阪市で
も５月 25 日の市議会で成立した。府の条例
とは異なり、分限・懲戒事由、手続の詳細を
基本条例に組みこんだままの形となってい
る。府の分限条例第８条第７項と同様、最大
のポイントは、「民営化等による分限免職」

新自由主義のショック・ドクトリンと
労働運動の焦点

荒木 淳 副代表運営委員
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と題する第 39 条の「任命権者は、事業の民
営化により職制が廃止される場合、職員に民
営化後に当該事業を行う法人に就職する機会
が与えられているときは、職員を分限処分と
して免職することができる」という全員解
雇・選別再雇用を合法化する規定だ。事業移
管の際の労働条件の一段の引き下げも必至で
あり、嫌ならクビ、クビよりましと移管先に
応募しても選考に落ちたらクビである。
　大阪市労連は、労使関係アンケート調査や
組合事務所の撤去通告に対して、労働委員会
への救済申立や損害賠償請求、不許可処分取
消訴訟など、法的対抗措置をとるものの、現
場からの拒否闘争を組織せず、組合事務所も
自ら引き払っている。橋下のあからさまな不
当労働行為は、過去の判例に照らしても違法
性は明らかだが、こと事業廃止や民営化に伴
う整理解雇（いわゆる４号分限免職）につい
ていえば、そもそも事例が僅少で民間の整理
解雇４要件のような判例法理が形成されてい
ない。連合ダラ幹の制動をぶっ飛ばし、民営
化絶対反対の団結と闘いを現場からつくりだ
すことに一切はかかっている。

 新自由主義司法の正体
　裁判所も新自由主義の階級機関としての本
性をあらわにしている。ＪＡＬの整理解雇容
認判決は、整理解雇４要件を適用しつついず
れの要件も極めて安易に容認し、事実上４要
件を解体するものだ。旧経営陣の「御巣鷹山
トラウマ」を嘲笑し「利益なくして安全なし」
とうそぶく稲盛和夫の下で、ＪＡＬは２年連
続最高益。労働者の首切りと利益最優先をそ
そのかす許し難い判決だ。派遣切り裁判でも、
松下プラズマディスプレイ（現パナソニック
PDP）事件最高裁判決以来、期間制限違反や
偽装請負など違法行為があろうが派遣先は一

切雇用責任を負わないとする反動判決が相次
いでいる。
　「日の丸・君が代」不起立処分の一連の最
高裁判決の核心は、思想良心の自由の侵害の
否定というよりむしろ、勤評・学テ闘争の獲
得物として教育内容への権力的介入に一定の
歯止めをかけた 76 年の旭川学テ最高裁大法
廷判決の解体にある。
　最高裁の政治的立ち回りの極めつけは、運
転士登用差別の不当労働行為事件で、動労水
戸の勝利判決を確定させた同じ小法廷の同じ
裁判長が、動労千葉に対しては控訴審の勝利
判決を覆したことだ。
　橋下は、減給・停職処分を取り消した最高
裁判決を歯牙にもかけず、「不起立３回で分
限免職」の職員基本条例を成立させた。構造
改革特区や地域主権改革が「法律による行政」
自体を崩壊させている。規制緩和・民営化の
張本人を免罪し、これと闘う労働者を弾圧す
る新自由主義司法の犯罪性は明らかだ。今こ
そ階級的実力闘争を復権すべき時だ。

 国鉄闘争全国運動の大発展を
　国鉄分割・民営化以来の新自由主義の帰結
は、１千万人のワーキングプアと福島原発事
故、尼崎事故、さらに関越自動車道事故だっ
た。原発安全神話も規制緩和万能論もすべて
がウソだった。デマと暴力で成り立つ新自由
主義に引導を渡すときがきた。
　政治支配体制が崩壊し、橋下らがクーデター
的に突出する時代、労働組合の拠点建設が巨
大な統一戦線を可能にし、階級的団結の全国
的拡大が労働者権力への道を切り開く。
　動労千葉は、外注化、非正規職化の資本攻
勢に最前線で立ちはだかっている。国鉄闘争
全国運動に合流し、全産別・全職場でこれに
続く闘いを前進させよう。
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　東京武蔵野病院・精研労組は、12 春闘を、
「雇い止め撤回・栄養科の外注化阻止」、定昇
凍結粉砕・大幅一律賃上げ要求を掲げて闘っ
てきました。春闘山場の４・28 ストライキ（36
人がスト参加）まで、実に 21 波・のべ 150
人が参加しています。資本との激闘から、さ
らに春闘・夏季一時金闘争に入っています。
最大の特徴は、新自由主義攻撃と対決し、正
規・非正規の分断をのりこえる労働者の闘い
をつくり出そうとしていることです。

 正規・非正規分断の闘いにチャレンジ
　精研労組は２月の組合合宿で、正規・非正
規の分断を本気でぶち破ろうと論議しまし
た。昨年 11 月労働者集会の参加者が前年よ
り減少したことを総括し、労働組合として徹
底的に強化し、文字通りの拠点にしていく挑
戦に 2012 年冒頭から踏み込んだのです。
　３年前に経営陣が交代して以降、非正規の
固定化・拡大という現実（看護補助者ではこ
の３年来、正規職になったのは２名のみ）が
ありました。一般論として「正規も非正規も
団結しよう」と確認するだけではとうてい通
用しないというなかで、非正規の賃上げ－非
正規職撤廃を徹底的に据えきったことが、ま
ず決定的でした。

 団結強化・拡大のための指名スト戦術
　精研労組の春闘は、波状ストとして闘われ
てきましたが、数度のストを除くといずれも

数名規模であり、それ自体は直接に経営に打
撃を与えるものではありません。重要なこと
は、指名ストを、徹底的に団結の強化・拡大
のために位置づけてきたことです。昼夜２交
代勤務に追われる看護部の労働者や勤務形態
がまったく違う栄養科の労働者は、団結どこ
ろか日常的に話し合うことさえ簡単なことで
はありません。いつどこで誰をストに入れる
かを意識的に設定したのです。昼休み集会が
営々と積み上げられ、資本の分断攻撃の本質
が暴かれると同時に職場に怒りが還元され、
資本を追いつめてきたのです。
　さらに人員削減による職場の安全問題に焦
点を据え、反合理化・安全闘争として闘った
ことが重要です。職場の人員は、この４年間
で 695 人から 649 人へと 46 人も減り、事故
の平均発生件数は 171 件から 287 件と実に
116 件も激増しています。
　こうして新自由主義との路線的対決を鮮明
にさせ、その立場から地道堅実な扇動、組織
化を積み上げたことで、現場にあふれる怒り
が団結へと組織されていったと総括できます。
　
 結節環となった３・10 春闘集会
　春闘の結節環となったのが、鈴コン闘争と
の連帯を掲げた３・10 春闘集会でした。従
来の地区春闘集会を今年は精研労組の拠点化
政策として絞りきり、設定しました。昼休み
集会は組合員と支援 100 人近くが結集し、大
成功しました。同じ板橋区で闘っている西部

新自由主義と闘って勝てる！

正規・非正規の分断を破った
精研労組春闘スト

東京北部労組交流センター30 人の春闘ストを打ち抜き、東京
武蔵野病院内をデモ（４月 11 日） 
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ユニオン鈴コン分会との地域的連帯もものす
ごい力を発揮しました。このなかで２名の労
働者が「動労千葉を支援する会」に加入しま
した。国鉄闘争全国運動の実践の一環として
職場で闘う労働者が自覚的に一人、また一人
と結集することは、職場の力関係を一変させ
ます。こうして春闘全体を徹底した新自由主
義との対決として団結を追求してきたこと
が、職場全体を変えてきたということです。

 闘いのなかで労働者は変わる！
　４月過程では３度にわたる大規模なストラ
イキが闘われ、うち 11 日には外注化・雇い
止め攻撃の焦点である栄養科で 17 人、看護
部 13 人がストに入り、ついに職員食堂の業
務が止まりました。数十年ぶりの事態です。
激しい攻防にもかかわらず、参加者には動揺
やためらいの色は微塵もなく、院内デモ最中
にスト参加者が病棟の仲間に手を振り合う状
況は、実に明るく解放的でした。スト解除の
時間になってもスト参加者が帰ろうとせず、

「額の問題じゃない。普段は勤務時間も違う
労働者同士がこうやってみんなで論議できる
場がほしい」「自分たちが職場を握っている。
管理者も何も口出しできない。これが職場支
配権か」と話が尽きないという状態でした。
　特筆すべきは、闘いのなかで組合員が 20
人近くも増えていることです。朝ビラをする
組合員に「自分もストがやりたい」と組合に
加入した労働者がいます。新自由主義経営を
倒したい、そのために組合を拡大したい。こ
れが大衆的欲求になっているのです。
　組合として団結することで労働者は変わる、
労働者には自己解放と団結の力があるという
ことです。まず正規労働者が体を張って正規・
非正規の分断を破る闘いに打って出るなら
ば、必ず職場の労働者は立ち上がる。新自由

主義とは一見凶暴ですが実はもろい。闘えば
勝てる。３・11 情勢とは、そういう情勢です。
　世界大恐慌下、破たんした新自由主義の絶
望的激化に、資本家階級の展望はありません。
しかし、労働者階級は、資本家階級の不正義
性をつかみ、現状の変革を望み、自発的行動
を開始しています。むしろ立ち遅れかねない
のは私たち交流センターの方です。現情勢を
革命情勢とはっきりとつかみ、決定的チャン
スとして打って出ましょう。

 すべての職場に国鉄闘争がある！
　総括の核心は、執行部が国鉄闘争と一体で
職場闘争を闘ってきたことです。今春闘で資
本は、看護師長などの役職者にのみ１万円の
手当賃上げをし、一般職内の分断を策動して
きました。さらに正規職希望者のうち、無資
格者のみ試験制度を導入しようとしてきまし
た。まさに分断を本質とする新自由主義攻撃
そのものです。これに対して、組合が「これ
はＪＲの新人事賃金制度と同じだ」と喝破し、
直ちに反撃に出られたのは、執行部を中心に

「動労千葉を支援する会」が組織されていた
ことが大きかったのです。また、組合内交流
センター会員がＪＲビラまきに取り組むこと
で、体を通して国鉄と職場を一体のものとし
てつかんできていたのです。
　今やすべての職場に国鉄型の新自由主義攻
撃がかけられています。しかし、新自由主義
は闘ったら勝てる。そのことを精研労組の闘
いは示しました。
　病院内行動への警告、業務上ミスを口実と
した処分攻撃など資本の反動も強まっていま
す。職場に活動家集団をつくり、地区の闘う
拠点をつくる挑戦を、精研労組の仲間ととも
に成し遂げます。あらゆる職場に新自由主義
と闘う拠点をつくり上げていきましょう！
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　「３・11 原発いらない ! 福島県民大集会」
は組合旗が林立する１万６千人の大結集で勝
ちとられました。また、動労千葉は４・１検
修・構内業務全面外注化阻止の歴史的勝利を
闘いとり、さらに大阪・橋下の公務員全員解
雇、総非正規職化、労組絶滅攻撃に対して現
場労働者の反撃が始まっています。全国の闘
いが「稼動原発ゼロ」という状況をつくりだ
し、「復帰」40 年の沖縄で福島の怒りとひと
つになって「基地も原発もなくす」新たな闘
争宣言が発せられています。
　この闘いの核心は、階級的労働運動を闘う
労働者・労働組合が「原発絶対反対」を掲げ、
分断攻撃と党派闘争に勝ちぬいたことにあり
ます。団結と情勢をつくりだし、「反原発闘
争は労働組合が闘うべき課題」だとして反原
発闘争の中心に労働組合が座り、勝ちぬいた
のです。労働現場から「放射能・被曝労働を
させない」闘いを開始し、「20mSv」を撤回
させる文科省交渉、人員削減と兼務発令との

闘い、ＪＲの外注化・非正規職化攻撃と組織
破壊攻撃を阻止した闘いと被曝労働拒否の職
場の闘いが一つになって、闘いとられたとい
えます。

 ＮＴＴの合理化こそ新自由主義攻撃の極地

　電通部会はこの一年、福島－広島－沖縄を
先頭に全国で反失業・反原発の闘いを闘い抜
いてきました。そして国鉄闘争全国運動と反
原発の闘いで新自由主義に勝てるという確信
をしっかりとつかみ取ったことは重要です。
　国鉄分割・民営化と一体で進められた電電
公社の民営化から 27 年がたちました。その
間、職場では激しい合理化に次ぐ合理化の嵐
に見舞われてきました。ＮＴＴで進められて
来た合理化をあらためて捉え返せば、新自由
主義の最先端の攻撃としての外注化・分社化・
非正規職化の攻撃だったと言えます。
　日帝は、97 ～ 98 年恐慌を経て経済的に近
代史上最悪の危機に陥いり非正規職９割化の
攻撃を開始しました。ここから 2000 年代に
入り、郵政民営化と公務員労働者攻撃を切っ
先とした小泉「構造改革」攻撃と、他方での
ＪＲ、ＮＴＴをはじめとした外注化、非正規
職化の攻撃が全面的に展開されてきます。こ
の攻撃に対して、外注化攻撃を粉砕する動労
千葉を先頭にした国鉄闘争と、新自由主義の
最先端をなす橋下との激突、全産別での非正

職場生産点のたたかいで新自由主義を粉砕する

全国労組交流センター・電通労働者部会

３・11 原発いらない！ 福島県
民大集会（郡山・開成山球場）
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規職撤廃闘争という形で階級的労働運動を甦
らせる闘いが行われてきました。
　電電公社がＮＴＴになる 85 年、それまで
独禁法で禁止されていた持株会社を「日本電
信電話会社法」でＮＴＴは持株会社と定め、
持株会社解禁の突破口としました。ＮＴＴ発
足と同時に最初の子会社であるＮＴＴリース
が設立されています。それ以降、分社化と子
会社化が激しく進められ現在では 500 社を越
えると言われています。「ＯＳ ( アウトソー
シング )」という非正規労働者をつくり出す
新自由主義の手口でどんどんと合理化が進め
られたのです。

 2002 年「構造改革」と爆発寸前の矛盾

　とりわけＮＴＴ東西で 2002 年から実施さ
れている「構造改革」は、50 才になった労
働者に「辞表」を書かせ、子会社が再雇用し
賃金を 30％カットするという違法・無法な
新自由主義の合理化攻撃の極地を行くもので
す。
　この「構造改革」を頂点とした合理化攻撃
は、電通労働者の抵抗がないことを前提にし
たものでした。しかし「50 歳定年制度・大
量の現場労働者の子会社化」である「構造改
革」は、職場にあらゆる矛盾を引き起こして
います。電通労働者の怒りを巨大につくり出
し、ＮＴＴ資本の矛盾点を形成するに至って
います。ついに電通労働者の怒りの決起で吹
き飛ばすことが可能な時代が来たのです。
　ＮＴＴの大合理化は、当局と一体となった
ＮＴＴ労組中央の協力と先兵化抜きにありえ
ません。しかしこのＮＴＴ労組の支配は今や
完全に空洞化し、ＮＴＴ労組の支配力を頼り
に合理化が進められない現実に突きあたって
います。

 国鉄闘争全国運動を推進し、ＮＴＴ
 労組を闘う労働組合につくり変える

　こうしたなか、電通部会は職場全体の力関
係を変える闘いを闘い抜いてきました。広島
での 14 カ月にわたる週１回の門前ビラの貫
徹。沖縄、福島での動労千葉物販闘争。
　沖縄では職場の半数の 50 人近い労働者（そ
の内の半数が非正規労働者）が物販に協力し
ています。その力を背景にこの春、機関紙の
拡大を実現しました。
　福島では非正規の労働者が動労千葉を支援
する会の会員となり、物販の配布から代金の
回収まで一緒に取り組んでいます。
　電通労働者の怒りと決起が直接会社資本と
ぶつかりあう過程に完全に入った中で、ＮＴ
Ｔ労組支配をひっくり返し、ＮＴＴ労組を闘
う労働組合へと甦らせる具体的闘いとして端
緒的ではありますが確実な前進を勝ちとって
いるのです。
　私たち電通部会の仲間は、帝国主義労働運
動＝連合と対決する労働運動を職場・地域で
闘い、生き抜いてきました。ＮＴＴの合理化
攻撃を破産した新自由主義の攻撃であるとい
うことをあらためてつかみとった現在、あふ
れ出んばかりの職場の怒りと真に結びつき勝
利する展望をつかんだのです。ＮＴＴにおけ
る反合・運転保安闘争路線を構築し、国鉄闘
争全国運動をＮＴＴでこそ推進し勝利しよう。

職場の門前でビラをまく、渡辺
馨電通労働者部会代表（福島）



20 月刊労働運動 2012 年６月号

　「労働組合には力がある」

　「闘いは半年だったので期間が短かった、
もっと早く始めていたら」「あの時ああすれ
ば、この時こうすればと言うことは沢山ある」

「一番感じたのは労働組合には力があるとい
うことだ」。結城広島連帯ユニオン交通局支
部委員長は２・25 の呉現地で開催された春
闘集会でこう発言した。この発言に交通局民
営化反対闘争の半年のすべてが集約されてい
る。
　今年の４月１日にバス路線を広島電鉄に移
譲し呉市交通局の民営化が強行された。呉市
交通局の民営化は、新自由主義者であり呉市
につくる会教科書を導入した小村呉市長と、
運輸省時代小村の後輩だった越智広電社長が
交通局の巨大利権を貪り、労働者の雇用も賃
金も投げ捨てるために既存の公営交通労組の
全面的な協力の下に強行されたものだ。その
ためにマスコミを使って「赤字だ」「交通局
の運転手はガラが悪い」「高給だ」「事故が多
い」ということを大キャンペーンした。現在、
政府・大資本が進めてようとしている公務員
360 万人首切り攻撃の先鞭となるような攻撃
であった。
　民営化の攻撃に公営交通労組は闘わずして
あらかじめ全面屈服し労働者を売り渡した。
まだ呉市長が民営化の方針を表明しているだ

けの段階で都市交、呉市労連、公営交通労組
が名を連ねて“雇用については最大限努力す
ればよい”という犯罪的協定を交した。呉市
と交通局はこの「協定書」を錦の御旗として
最後の最後まで労働者の再雇用は「努力目標」
とした。最終的に 30 名近い運転士が再就職
未定となった。それに追い詰められた小村市
長は「ひとりも露頭に迷わせない」と言い続
け、再就職未定者について「再就職支援のた
めに向う２年に限って呉市の嘱託職員として
雇用する」という最後の施策を行った。小村
市長は口先では「ひとりも露頭に迷わせな
い」と言いながら、判明しているだけで６人
を不採用とした。小村市長が労働組合の闘い
をいかに恐れているかということの現れであ
る。民営化は労働組合が正面切って絶対反対
で闘えば必ず阻止できる。交通局支部委員長
が言っているように「労働組合には力がある」
のだ。

 現場の「反乱」と支部結成の衝撃

　公営交通労組の屈服は、民営化の強行を許
しただけではなく労働条件も投げ出した。運
転士の最大の雇用先となった広電への再就職
は経験年数を一切考慮しない純粋な「新規採
用」であった。ベテラン運転手を「新規採用」
するということは大幅な賃金カットであり、
それ以上に労働者の誇りを傷つけるものでし

さらに団結を固め「呉市交通局民営化

絶対反対」を貫く
植野 定雄 広島連帯ユニオン
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かない。この攻撃に対して交通局の現場労働
者の「ふざけるな！ こんな条件では広電を
受験しない」という「反乱」がユニオン交通
局支部の結成以前に開始されていた。呉市と
交通局はこのデタラメな民営化をあくまでも
公営交通労組を使って闇から闇へと進めよう
としていた。しかし現場の「反乱」と支部の
結成が呉市と交通局の違法・無法を徹底的に
暴露し闘い抜かれた。職業安定法違反、偽装
請負、個人情報提供問題と次々と社会的にも
明らかにすることを通して闇から闇へ葬るこ
とは不可能になり、呉市と交通局を追い詰め
ていった。

 広電移譲後の事故の多発
　
　こうした闘いで、広電は路線を維持するだ
けの運転士を集めることができなかった。広
電は運転士を集めるのに遠くは大阪から人材
を引き抜くなど無理に無理を重ねて来た。し
かも交通局で運行してきた路線は維持すると
言いながら４月 1 日に大幅減便し広電ダイヤ
を組まなければならないところまで追い詰め
られた。その結果、現在広電が運行する呉市
ではとんでもない事態になっている。公休を
取り消し出勤を強制する。運転経路を誤って
運転することが多発している。信号無視で検

挙されるということまで起きている。何より
も事故が多発しているのだ。民営化を強行し、
労働条件を切り下げ、労働強化して事故が起
きないはずはない。今広電で起きている事態
がそのことをはっきりと物語っている。民営
化すれば事故は減ると豪語していた小村市長
のウソがここでも完全に暴露されている。

 交通局の個人情報無断提供を提訴
　
　交通局は昨年３月、広島電鉄へ人事情報を
含む個人情報を本人に無断で提供した。交通
局が提供した人事情報を元にしたとしか考え
られない不採用も出た。その後交通局を通し
た求職活動でも交通局は次々に個人情報を提
供し不採用者が続出する事態となり、交通局
を通して求職してはいけないということになっ
た。呉市は「就職をお願いする立場であるか
ら個人情報の提供は社会通念上許されること
で、提供された人の暗黙の了解があった」と
開き直っている。この問題で、支部委員長を
始めとして３名の原告団を形成し、３月 14
日に提訴し裁判を開始している。

 現場での怒りの決起は不可避

　広島連帯ユニオン・呉市交通局支部の闘い
は民営化阻止には手は届かなかったが、その
背中が見えるところまで闘い抜かれた。この
教訓は無限である。橋下大阪市長の大阪交通
局に対する攻撃を頂点に、今後ますます交通
局に限らず民営化が襲いかかってくであろ
う。移譲された広電で怒りの決起が巻き起こ
ることは不可避である。広島連帯ユニオン交
通局支部はあくまでも「交通局民営化絶対反
対」の旗を掲げて団結をさらに固めて闘い抜
く決意である。

春闘集会で発言する呉市交通局支部・結
城俊哉委員長（２月 25 日 　広島県呉市）
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闘う合同・一般労組

　この１～４月決戦をとおして、私たちは動
労千葉による４・１ＪＲ全面外注化阻止の空
前の勝利を一切の土台に、国鉄決戦と反原発
闘争で新自由主義を打ち破る勝利の確信を握
りしめることができました。私たちの路線的
闘いがすべての労働者の新自由主義への怒り
と全面的に結びつく情勢をこじ開けたと思い
ます。
　この決戦の中で、「関西合同労組・郵政非
正規部会」を立ち上げ、郵政を先頭に本格的
な非正規労働者の組織化に挑戦しました。「郵
政非正規ユニオン」の立ち上げと本格的な郵
政非正規労働者の獲得・組織化の闘いに学び、
郵政をはじめすべての非正規職労働者の組織
化に踏み出したということです。

 郵政職場の「奴隷労働」的状況

　昨年の８月から、JP 新大阪支店（大阪市
此花区）において早朝ビラ入れを行ってきま
した。この新大阪支店は関西一円の局のハブ
局であり、労働者数 2000 人を超える巨大な
集積基地です。ここに民営化攻撃－「９割非
正規職化」の全矛盾が集中しています。
　最初は朝７時からビラをまいていましたが、
深夜勤のシフトに合わせ４時 45 分からに変
更。この３月の雇い止め攻撃をめぐって深夜
勤の労働者が関合労に加入し、「自分だけの
問題じゃない。組合として闘いたい」と当局

の解雇攻撃との闘いを始めました。
　この闘いをとおして明らかになった職場の
状況は、本当に「奴隷労働」そのものです。
３月末の雇い止め通告は「対話票」なるもの
の累積でした。この「対話票」とは、始末書
とは別に、深夜労働でフラフラになって働い
ている中で起こったほんのささいな事象をあ
げつらい、票に押印させるものです。例えば、
ホワイトボードに貼っておく写真のマグネッ
トが床に落ちただけで押印させられる。最悪
なのは「対話票」への押印が薄かった、とい
うだけでさらに「対話票」が累積する！　こ
の累積で「雇い止め」への押印を余儀なくさ
れたのです。「対話票」が累積した労働者は「訓
練道場」なる部屋に押し込められ、その場で

「雇い止め」が通告される。ＪＲの「日勤教
育」と同じ、首切りのための「収容部屋」で
す。本当に許せん！
　そもそも職場で起こるいかなる ｢ミス｣ も
労働者の責任じゃない！　週に５日もの深夜
労働を、あまりの低賃金で働かせている資本
のあり方こそ一切の問題です。
　ＪＰ労組がこの解雇攻撃の先兵となってい
ることによって、こんなとんでもない攻撃が
まかりとおっています。ＪＰ労組の組合員で
ある職制は、「対話票」をどれだけ非正規労
働者からとったかをグラフにはり出して競わ
されています。これは非正規労働者だけでな
く、本務の労働者の労働者性を奪い、階級性

ＪＰ新大阪支店で組合結成！
非正規職撤廃へ闘いの火柱が上がる！

関西合同労組・郵政非正規部会　相川 文男
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闘う合同・一般労組

を解体する攻撃としてもあるということです。
　さらに恐るべき低賃金（新規採用は時給
800 円、深夜割増３割５分）、週に５日の深
夜勤（21 時～４時 45 分や 22 時～５時 45 分）
という強労働、パワハラの常態化。さらにス
キルダウンによる分断と賃下げ攻撃。｢勤務
誤認｣ で１ランクダウン、入る日を間違えた
ら ｢職場放棄｣ で２ランクダウン。そして ｢
母の日ギフト｣ や「かもメール｣ などの ｢自
爆営業｣ の強制。
　さらに深夜勤の労働者への待遇は劣悪化し
ています。仮眠室をなくし、フロも水シャワー
にされ、食堂も 20 時には終了。トイレも「節
電」と称して半分しか使えない。これは労働
者をモノとしてしか見ていないことの現れで
す。職場を回しているのは私たち労働者だ！
私たちは使い捨てのモノじゃない！
　これこそ民営化攻撃＝新自由主義の極限的
矛盾そのものです。こんな現実を全部ひっく
り返そう！　「民営化絶対反対、非正規職撤
廃」以外に生きることができない現実がここ
にある！
　｢赤字で当たり前｣ の郵便事業に競争原理
を持ち込み、利益最優先でやることに根本的
な問題があります。国会に提出されている「郵
政民営化見直し法案」も、私たち非正規労働
者の現実をさらに劣悪化し、さらなる非正規
職を増やすものでしかありません。

 継続雇用を認めさせる大勝利

　しかし２回にわたる団交をとおして解雇攻
撃を打ち破り、４月からの継続雇用を認めさ
せる大勝利を手にしました！　解雇攻撃に対
して絶対反対で闘う労働組合が登場したとき、
当局とＪＰ労組の一体となった無法な労務支
配がガラガラと音を立てて崩れ始めたのです。

団交の場に近畿郵政支社から総務課が直接乗
りだしてくるあり方のなかに、ＪＰ資本がど
れだけ衝撃を受けているのかがわかります。
　これは闘いの始まりにすぎません。この職
場の現実そのものをひっくり返す以外に労働
者は生きられない！

 非正規労働者は革命の主人公

　鈴木コンクリート分会の闘いや郵政非正規
ユニオンの闘いを始め、「非正規職撤廃」の
闘いが日本階級闘争に大きな柱として立ちま
した。これは 2000 万の非正規労働者のすべ
てを獲得する巨大な闘いの始まりです。原発
労働をはじめ、もはや労働者の９割を非正規
化する以外に、社会そのものが成り立たない
ところに来ています。非正規労働者とは、こ
の資本主義社会を、その部分的改良ではなく
全部をひっくり返さずにはおかない革命の主
人公です。私たちはその確信をこの１～４月
の闘いの中でつかむことができました。
　今回の闘いをとおしてつかんだ勝利の地平
を踏まえ、職場の現実をすべてひっくり返す
ためにも、組織を拡大し、組合的団結をすべ
ての労働者の中に拡大していこう。職場全体
のなかにさらに巨大な分岐をつくりだし、拠
点建設に打ってでます！
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自治体の徴収部門では…
東京　自治体労働者　大谷 京子

まうことになる。
　このように、それまでも新
自由主義政策による非正規労
働者の増加は、自治体労働者
の多忙化を促進していたが、
そこにさらに税制改革が行わ
れたのだ。一方では、景気後
退による税収の落ち込みとい
う事態に、どこの市町村でも

「徴収部門の強化」が謳われ
ている。「地方自治の確立は
財政から」と、滞納を減らし
て税収をあげることが、一大
目的化しているのだ。
　そんな中で、ＩＴ関連業者
は「滞納システム」の開発に
励み、あっという間に差し押
さえの書類が作れてしまうソ
フトを売り込んでくる。コー
ルセンター業者は「滞納者に
電話するオペレーターを派遣
しますよ」と営業に来る。そ
れらの導入は、一見仕事の助
けになるように見えるが、実
際はどうか。
　前述したように、政策によ
る滞納者の増加に、仕事をやっ
てもやっても追いつかないの
が現状だ。しかも新システム
は、次々に仕事を作ることが
できる。対象者を一定の条件
で抽出して、大量に文書を作

成できるからだ。
　こうして仕事に追われ、数
年前には残業している人は数
人だった職場が、今ではほぼ
全員が、終業のチャイムが鳴っ
ても仕事を続けている職場に
なってしまった。やればやる
ほど成果は出るので、つい残っ
てしまう。まるでハムスター
が輪っかを回し続けるように。

「多忙化」に抵抗する職場
からの闘いを

　この忙しさこそが「新自由
主義攻撃」なのだ。自治体労
奏者を多忙化させ、隙間の仕
事を非正規労働者に担ってほ
しいと思わせる。税金を「取
る側」と「取られる側」に分
断し、敵対させる。分断は意
識をも変え、いつの間にか、
労働者ではなく「官吏」の意
識になっていく。それこそが、
支配する側の目的だろう。自
治体労働者を 99％の側にお
いておけば、世の中がひっく
り返るかもしれないのだから。
攻撃に負けないためには、多
忙化に抵抗する、職場からの
闘いが必要だ。人員要求と、
委託化反対をかかげて闘おう。

――女性部から――女性部からひめじょおん

新自由主義政策が徴収部門
の現場に何をもたらしたか

　2007 年、小泉内閣の「三
位一体の改革」により、所得
税と住民税の税率が逆転して
以降、それは顕著になった。
所得税は、ほとんどの場合天
引きされるが、住民税は翌年
に課税され、天引きではなく
普通徴収だと年４回で納める
決まりになっている。年に
６万円だった税が 12 万円に
なり、１度に納める額が１万
5000 円から３万円になった
ら、誰でも分割して払いたい
と思うだろう。一気に分割納
付の依頼が増え、滞納整理担
当の対象者が広がった。
　そのうえ「雇用崩壊」で、
派遣などの非正規雇用労働者
が増えているので、特別徴収

（給与天引き）ではない「給
与所得者」が、どんどん対象
になってきた。これは国民健
康保険や国民年金にも言える
ことだが、正規職員なら当然
加入していた社会保険や厚生
年金から、非正規労働者は除
かれているため、払えない、
払わない労働者が増加してし

多忙化する自治体職場
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動労千葉労働学校で学ぼう ！

第 12 期労働学校日程

■基礎講座
　６月 16 日（土）　13：00 ～
　◆反原発と時代認識－どういう時代に生きて
　　いるか
　◆講師　島崎光晴（経済問題研究家）
■実践講座
　６月 23 日（土）　13：00 ～
　◆私が職場でやったこと
　◆講師　布施宇一（動労千葉顧問）
■場所
　ＤＣ会館（ＪＲ総武本線「東千葉」駅前）

　４月 21 日に行われた第
12 期労働学校基礎講座第１
回（テーマ「階級的団結論－
労働者の生き方」　講師　森
尾誠）の受講生の感想文を紹
介します。

●合同労組組合員
　実際に闘っている人にしか
分からない内容だ。愛読書と
してつかう。（中略）大企業
の破産、大失業、非正規労働
が発生している今日において
は、資本主義の限界にいる。
しかし、生産諸力が生産関係
を変えるとずっと思っていた
ので、われわれ労働者階級が
変えられるとは思っていな
かった。ブルジョア社会も封
建制社会と同じ道をたどって
いることを初めて学んだ。労
働者階級が今の社会を変える
んだーとしか思っていなかっ
たからだ。共産党は主体性が
ない。絶対言わない。労働
者を見捨て続けてきたのだ。

「闘ったら負ける」の論理と
同じであるとしか思えない。
●反原発運動
　大勢の人がこの労働学校に
集まったことに驚きました。
社会を、今の環境をただ受け
入れるのではなく、疑問を感
じ行動を起こそうとする思い
のある方々が、いろんな世代、

場 所 か ら 来
て、主体的に
動けて、自分
の意思をもっ
ていて、それ
だけで日本の
将来は実は明
るい（後略）
●合同労組組
合員
　「ブルジョ
アジーの没落
とプロレタリ
アートの勝利
は、いずれも不可避である」
―マルクスが 160 年以上も前
に予言したにも拘わらず、ど
うしていまだに資本主義社会
が続いているのか？－講義後
の質疑応答の中で出された質
問だ。この疑問を本当に大事
にしなければいけないなと感
じた。それはこの労働学校で
単なる「講義」を受けてお勉
強するだけに留まるのか、あ
るいは新しい社会を模索して
いく主体として立っていくの
かの分かれ道だと思うから。

（中略）マルクスの言葉を学
び、その後の闘いの歴史を学
び、今の時代を研究し、みん
なで激論を交わして戦略を立
てていく。そういうものにつ
ながる労働学校にしていきた
い。

●反原発運動（金融関係労働
者）
　人数においては圧倒的多数
のはずの労働者が、なぜいつ
も少数で限られた存在のよう
に語られてきていたのか、そ
れが今回の講義でブルジョア
ジーの作った制度の一環とし
て、労働者というものを社会
の中で語らない、ということ
であったというように理解し
ました。（後略）
●合同労組組合員
　マルクス主義イコール階級
的労働運動なのか？　労働者
の数だけ闘い方があれば、労
働者の数だけ答えがあると常
日頃から感じていますが、最
後的に不思議なことに答えが
一つになるイコール団結力を
感じています。（後略）



26 月刊労働運動 2012 年６月号

今月号より反戦共同行動委員
会の連載を始めます。
　　　 ※ ※ ※ ※ ※
　2011 年版防衛白書は、「動
的防衛力の実現」を目指し、

「防衛力の実効性の向上のた
めの構造改革」を明記した。
そして５・１日米共同声明付
属文書は、対中国戦争を念頭
に自衛隊と米軍が共同訓練、
警戒監視・偵察活動、施設の
共同使用で「動的防衛協力」
を進めることを盛り込んだ。
そのための海外拠点として米
自治領の北マリアナ諸島のテ
ニアンに自衛隊を駐留させる
ことでも戦後初めて合意した。
　北朝鮮のミサイル打ち上げ
通告を契機に、米軍と自衛隊
の一体化が加速している。空
自は 06 年５月の米軍再編計
画に伴う航空総隊司令部の横
田移転を昨年３月から開始し
ていたが、ミサイル発射を前
に司令部が米軍横田基地に移
転し運用を開始した。日米弾
道ミサイル防衛（ＭＤ）の拠
点となる「共同運用調整所」
を新設し、情報共有・連携運
用の強化を加速させた。府中
から司令部や作戦情報隊など
約760 人も移転した。今回「衛
星ミサイル」対処では、日米
が情報を共有し、自衛隊のＰ

は、「着上陸侵攻、ゲリラや
特殊部隊による攻撃、弾道ミ
サイル攻撃、航空攻撃」など

「緊急対処事態」に、地方行
政機関・公共機関・航空交通・
放送・運送・電気通信・ガス・
郵便・医療・銀行などを総動
員して対処することが明記さ
れている。ミサイルは一般的
に高度約 100 ㌔以上の宇宙
空間に達する。打ち上げ直後
に爆砕して落下した場合でも
日本の領域に「破片が落ちて
こないのはわかっている」（与
那国に派遣された自衛官）に
もかかわらず、日帝・野田政
権は「国民保護計画」の全国
的実働訓練を強行した。しか
し日帝独自でのミサイル発射
情報を感知できず、全国初の
Ｊアラート発動は破産し、県
内基軸観光産業に打撃を与
え、港湾労働者の怒りを引き
出し、３・11 に続き脱落帝
国主義としての無力性をさら
した。右翼ファシストの台頭
と改憲攻撃は激化する。だが
反原発・基地撤去、階級的労
働運動はファシスト、体制内
派、改憲勢力を踏みつぶしな
がら前進する労働者解放への
普遍的闘いであり必ず勝利で
きる。共に闘いましょう！

（労働者兵士行動委員会）

ＡＣ３やイージス艦の配置な
どは、米第５空軍司令部下で、
航空総隊司令官が指揮を執っ
た。今回の北朝鮮ミサイル問
題での日米弾道ミサイル防衛

（ＭＤ）の一体的な運用開始
は、米軍再編計画後初だが、
そもそもＭＤ計画の主眼は日
本防衛ではなく米本土ミサイ
ル防衛システムだ。今回の米
軍と日帝軍事力（イージス艦、
電子偵察機ＥＰ３など）の配
置もそれを示す。

国家総動員体制と沖縄圧殺
　野田政権がとった「ミサイ
ル迎撃態勢」は、中国・北朝
鮮有事を想定した周辺事態に
よる国民保護計画という名目
で、民間労働者をも動員した
国家総動員体制の実働訓練と
沖縄闘争の圧殺―自衛隊の南
西配備布石への攻撃として発
令された。沖縄県内へ配置さ
れた自衛隊員の正確な数は明
らかにされていないが、1000
名を超えている。「ミサイル
落下の危険性」を煽り立て、
兵士に実弾を込めた武器を携
行させ、「ＰＡＣ３配備は自
衛権の発動ではなく警察権の
発動」として、機動隊・海保
をも総動員体制を敷いた。
　「沖縄県国民保護計画」に

地平線 反戦共同行動委員会

北朝鮮ミサイル迎撃態勢で破綻を深めた野田政権

新連載
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 新聞記事、ネット配信記事

●ユニクロ　「離職率３年で５割、５年で８
割超」の人材〝排出〟企業【5/6 マイニュー
スジャパン】　http://www.mynewsjapan.com
●日本郵政 12 年３月期決算 コスト削減奏
功し最終増益【5/16 フジサンケイ】
●残業で不正手続き　ワタミ過労死　労使協
定形だけ　【5/17 東京新聞】
●ＪＲ西の山崎元社長が技術顧問に　安全研
究所【5/18 共同通信】

 労働組合状況

● 130 万人産別労組誕生へ　ゼンセン・Ｊ
ＳＤ 11 月統合【4/19 朝日】　ＵＩゼンセン
同盟が、「サービス・流通連合」（ＪＳＤ）と
11 月に統合。組合員数は計約 130 万人に。
●５・14 ゆうき緊急連帯行動に 100 人【全
労連ＨＰ】　国会前で、ＭＩＣ、全労協、全
労連が労働契約法一部改正案（有期労働）の
徹底審議、修正・見直しを求める行動。
●５・18「ブラック企業に立ち向かう仲間
たちの集会」【レイバーネットＨＰ】　ＭＩＣ、
ネットワークユニオン東京、首都圏青年ユニ
オン、新聞労連、全国一般東京南部による実
行委員会主催の集会が東京で開催。
●全駐労、パート制導入撤回求め座り込み

【5/19 沖縄タイムス】
●「産別主体」改め本部が前に――〝１千万
人組織化〟へ連合・新方針【5/21 労働新聞
ＨＰ】　連合は、新組織化方針「1000 万連合
実現プラン」（仮称）を５月末の中央委員会
で正式に決定。
●自治労、都市交との組織統合方針案を提起
自治労（約 85 万人）は５月 24 ～ 25 日、福

島県で開かれた中央委員会で、都市交（約 2.7
万人）との組織統合方針案を決定した。

 政府・行政当局などの資料

●大阪府・職員基本条例、分限条例、処分条
例など全文　【大阪府ホーム>画面右下の「大
阪府広報」より検索】
●大阪市、「市政改革プラン（素案） －新し
い住民自治の実現に向けて－」（5/11 公表）

【大阪市ＨＰ】
●行政改革に関する懇談会第１回議事次第

（5/7）　【内閣府ＨＰ】
●日本経団連「成長戦略の実行と財政再建の
断行を求める～現下の危機からの脱却を目指
して～」（5/15 公表）【日本経団連ＨＰ】

 書籍・雑誌・機関誌類資料

●「脅されても不起立貫く教師たち」村上恭
介／「『戒告』しか出せなかった都教委」樫
田秀樹　【『週刊金曜日』890  2012.4.6】
●「タクシー産業における規制緩和路線の破
綻」川村雅則（北海道学園大学准教授）　【『労
働旬報』2012.4.25 号】　ネットにＰＤＦ
●「神話崩壊！公務員もクビになる」【『週刊
東洋経済』2012.5.26】　社保、青森・東通村
職員組合の分限免職
●「ルポ非正規公務員（上・下）」藤田和恵【『世
界』2012 年５、６月号】
●『郵政崩壊とＴＰＰ』 東谷暁／文春新書／
2012 年４月／ 819 円
●『ルポ賃金差別』竹信三恵子／ちくま新書
／ 2012 年４月／ 798 円
●『全軍労・沖縄闘争　比嘉豊光写真集』出
版舎 Mugen ／ 2012 年４月／ 4200 円

新連載

Pick Up 2012 年４月～５月の労働運動関連情報
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　ちば合同労組の青年労働
者Ａ組合員に対する不当逮
捕を団結の力で完全に粉砕
し大勝利しました。全国か
らの激励・カンパ、ありが
とうございました。
　千葉県警は４月 12 日、
Ａ組合員を「住んでいない
所に住民登録した」と勝手
にでっち上げて不当逮捕し
ました。千葉県警はＡ君宅
を家宅捜索し、家族をも千
葉中央署に連行して４時間
も事情聴取を行ったので
す。絶対に許せない！
　Ａ君不当逮捕は、非正規
職撤廃・偽装請負弾劾を闘
う２千万青年労働者に対す
る弾圧です。貧困と闘う労
働者家族に対する襲撃です。
新自由主義は、こんな許し
がたい弾圧を強行するほ
ど、腐り切っているのです！
　Ａ君に対しては、連日６
時間以上の拷問的取り調べ
が行われ、仲間のことや労
働運動のことを聞いてくる
など、Ａ君に労働運動をや
めさせるための転向強要が
行われました。
　しかし、Ａ君は警察や検

めさせる勝利をちば合同労
組の仲間とともに勝ちとり
ました。その後、職場に分
会を結成し、団体交渉を繰
り返して、賃上げなどを勝
ちとってきました。
　Ａ君が不当逮捕されてい
る中で、2012 年春闘団交
を闘いました。そのなかで、
①Ａ君解雇はしない、②一
律時給 10 円の賃上げ、③３
カ月の試用期間を経たら全
員を期間の定めのない雇用
契約にする、④平台車３台
を職場に入れる、というこ
とを認めさせる大勝利を勝
ちとりました。
　こうした勝利は、Ａ君を
先頭に合同労組の分会が職
場で日常的に闘ってきたこ
とが背景にあります。職場
の仲間の声を聞き、アンケー
トを集め、分会ニュースを
発行するといった労働運動
の日常的な実践が切り開い
た地平です。
　Ａ君に対する不当弾圧を
粉砕した力や、団体交渉で
勝利を勝ちとった力は、職
場に団結をつくってきた力
そのものです。

察に怒りを爆発させ、完全
黙秘・非転向を貫いて闘い
ぬきました。釈放されたＡ
君の第一声は、「この借りは、
職場で返す！」。Ａ君は、５
月１日から元気に職場に復
帰して闘いぬいています。
　しかも、Ａ君が職場に復
帰した時、常駐管理者がＡ
君に対して言った言葉は、

「これからもよろしくお願
いします」だったのです！
　15 日間の獄中闘争を闘
いぬいたＡ君に、資本は「敬
意」をもって迎えたのでし
た。しかも、15 日間分の
給料は時給制なので支給さ
れませんでしたが、なんと
逮捕されても皆勤手当が支
給！　これは、資本すら不
当逮捕だと認めたに等しい
ものです。すごい資本との
力関係を強制しています。

日常的実践―団結の地平
　Ａ君は、３年前に雇い止
め解雇通告を受けた時、偽
装請負を摘発して解雇撤回
を勝ちとり、３カ月間の雇
用契約だったのを、「期間の
定めのない雇用契約」を認

Ａ君弾圧に組織拡大で反撃

ちば合同労組
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◉労働者の目　郵政民営化は完全に破産した　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

５・12 全国労組交流センター第 24 回臨時拡大全国運営委員会
６・10 国鉄集会から〈国鉄決戦×橋下打倒〉の闘いで
階級的労働運動を社会変革の前面に登場させよう　　　　　　　　　　　 ２

物販闘争―支援する会の組織化こそ闘う労働組合再生の道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神奈川県労働組合交流センター 　11 

新自由主義のショック・ドクトリンと労働運動　　　　 荒木淳 副代表運営委員   14

新自由主義と闘って勝てる！ 正規・非正規の分断を破った精研労組春闘スト
東京北部労組交流センター　 16

◉不屈に闘う争議組合へご支援を！
               　　　　　　　　動労千葉　和解拒否の国労原告団　ス労自主　沖縄バヤリース労組    13
◉職場生産点のたたかいで新自由主義を粉砕する　　全国労組交流センター・電通労働者部会 　18
◉さらに団結を固め「呉市交通局民営化絶対反対」を貫く　　　　　植野定雄 広島連帯ユニオン 　20
◉ＪＰ新大阪支店で組合結成！　非正規職撤廃へ闘いの火柱が上がる！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関西合同労組・郵政非正規部会　相川文男　  22
◉ひめじょおん――女性部から　自治体の徴収部門では…　　　　　　　　　　　　　　 　 24
◉動労千葉労働学校で学ぼう！　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　25
◉新連載　地平線　反戦共同行動委員会　北朝鮮ミサイル迎撃態勢で破綻を深めた野田政権　 26
◉新連載　Pick Up　 2012 年４月～５月の労働運動関連情報　　　　　　　　　　　　　　 27
◉Ａ君弾圧に組織拡大で反撃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちば合同労組　 28
◉マンガ　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

編集後記

福島と沖縄を結び新自由主義と対決する「復帰」40 年５・１２
沖縄集会が 400 人で大成功（５月 12 日、那覇市民会館中ホ－ル）
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▼都労連傘下のある単組の
物販オルグの話を聞いたら、
まだまだ動労千葉の外注化
阻止の闘いなど知られてい
ないとのこと。始まった労
働運動の分岐・流動・再編
の荒波に切り込もう▼新連
載開始。機関誌で論議し、
組織拡大の武器に（う）

青年も家族も怒りの決起
　今回の許せない弾圧にち
ば合同労組だけでなく、千
葉労組交流センターの仲間
や合同・一般労組の仲間、
弁護士さん、何よりも青年
労働者が怒りをもってとも
に闘いました。連日朝、千
葉地裁前で不当逮捕弾劾の
ビラをまき、千葉県警を社
会的に包囲する闘いをやり
ぬきました。
　Ａ君の勾留決定や勾留延
長が決まったら、直ちに千
葉中央署に抗議行動を叩き
つけました。首都圏各地か
らかけつけてくれた仲間とと
もに怒りを叩きつけました。
千葉中央署は、固く門を閉
じて沈黙。怒りの弾劾にう
なだれる警察官、涙目になっ
て動揺する警察官。私たち
は、いかに許しがたいのか
を徹底的に突きつけました。
　Ａ君の家族も怒りまし
た。家族が団結して、必死
に生きていることを犯罪と
し、任意同行なのに、一方
的に千葉中央署に連行して
事情聴取を行った警察。家
族は、勾留理由開示公判や
Ａ君奪還の日に行った「奪
還勝利集会」にもかけつけ
てくれました。
　千葉県警は、Ａ君をつぶ
すどころか、Ａ君を不屈の
労働運動活動家として鍛え、

家族の団結を強化し、家族
とちば合同労組の団結を生
み出したのです。しかも、
Ａ君弾圧との闘いの中で、
ちば合同労組に青年労働者
が加盟する勝利も勝ちとり
ました。Ａ君弾圧に、組織
拡大で反撃！　まさに千葉
県警は墓穴を掘ったのです！
　この大勝利は、新自由主
義に対して団結して闘えば
勝てることを実感させるも
のでした。職場で階級的労
働運動を実践し、仲間を組
織することが、弾圧を粉砕
し、資本との力関係を変え
る闘いそのものであり、新
自由主義を粉砕する力なの
だと実感しました。
　みなさん！　共に職場で
団結を組織して闘いましょ
う！　新自由主義と闘う階
級的労働運動を共につくり
だそう！

●全証拠開示・再審開始
を求める７･ 1 東京高裁
包囲デモ

日時　7 月 1 日（日）午後
２時集合　２時半デモ出発
場所　日比谷公園 ･ 霞門

（東京メトロ ･ 霞ヶ関駅 B2 
出口上）　　　
主催　星野さんをとり戻そ
う！　全国再審連絡会議

スケジュール


